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これはいつ頃の火星？	

答： 約38億年前	
ただし想像図	

h+ps://en.wikipedia.org/wiki/Mars_ocean_hypothesis#/	
media/File:AncientMars.jpg	



Image	credit:	NASA/JPL	



現在の火星の景色	

NASA/JPL-Caltech/MSSS		



火星はおもしろい	

• クレーターを　　
含む古い地形が
残っている	
• 水が豊富に　

あった痕跡が　
たくさんある	
• もしかしたら　　

生命も…?	

	

h+ps://upload.wikimedia.org/wikipedia/	
commons/7/7d/Mars_atmosphere.jpg	



6	

1988	
1992	

1996	

2007	
2011	 2013	これまでにたくさんの探査機が	

打ち上げられてきた	

NASA	/	Roscosmos	/	JAXA	/	ESA	/	ISRO	/	Created	by	Jason	Davis	



•  南北半球で地形が　
異なる	
•  北:なめらかな低地,	　

クレーターに乏しい	
•  南:起伏に富む高地,	

クレーターに富む	

Credit:	NASA	



クレーター密度から推定する	
火星表面の年齢	
• 火星のクレーター年代学	
– クレーターの個数が多いほど古い地形	
– 月のクレーター密度＋月の石の放射年

代測定　→　火星に応用	

h+ps://upload.wikimedia.org/wikipedia/	
commons/a/a3/Noachian_Terrain.jpg	

h+ps://upload.wikimedia.org/wikipedia/	
commons/7/74/Hesperia_Planum.jpg	

h+ps://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/	
a/a4/USGS-Mars-AmazonisPlani_a-mola.jpg	



45億～38億年前 ノアキアン	
38億～20億年前 へスペリアン	
20億年前～現在 アマゾニアン	

(Di	Achille	et	al.,	2010)　を改変	地質年代区分	



太古に水が流れた跡	

•  ノアキアンに多い	 •  ヘスペリアンに多い	
Credit:	NASA	 Credit:	ESA/DLR/FU	Berlin	



水の化学的痕跡	

• 赤鉄鉱の発見	
•  	“ブルーベリー”	
• 水が必要	

h+p://i.dailymail.co.uk/i/pix/2014/01/08/	
ar_cle-2535708-1A7A921B00000578-627_964x956.jpg	



かつて北半球は海だった？	

(Di	Achille	et	al.,	2010)　を改変	

海洋	



火星の水は	
どこへ行ったのか？	

h+ps://en.wikipedia.org/wiki/Terraforming_of_Mars#/	
media/File:MarsTransi_onV.jpg	



火星の極冠へ	
北	

南	NASA/Goddard	Space	Flight	Center	
Scien_fic	Visualiza_on	Studio	
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地下に移動？	

NASA/JPL/Los	Alamos	Na_onal	Laboratory	

2%	 4%	 8%	 16%	 32%	 >64%	





宇宙空間への大気の流出	

17	h+ps://www.youtube.com/watch?v=pHJGOpulJp4	



火星はなぜ	
海を失ったのか	

• 重力が弱い	
• 内部が急速に

冷え,	火成活動
が衰えた	
• 大気が失われ

た	

18	
h+ps://upload.wikimedia.org/wikipedia/	
commons/7/7d/Mars_atmosphere.jpg	



今でも火星に生命
はいそうか？	

	



• 夏季に一部の地
域でメタン濃度
が急激に上昇	
• 生物由来？	

大気中のメタン濃度の	
局地的上昇	

Credit:	NASA	 メタン濃度	



まとめ	

• かつて火星は暖かく液体の水に　　
富んだ環境であった可能性が高い	
• 大気が失われることで,	海は極冠,	

地下,	宇宙へ移動し,	現在の姿へ	
• 今も生命は存在するかもしれない	
• 今後さらなる研究が必要なおもしろ

い惑星である	


